
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等におけ
る中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

 本会計は、温泉旅館を主とした松之山温泉配湯事業に対する会計となっており、受湯者（１１件）からの使用料等で運
営している。十日町市にとって当事業は、温泉旅館等雇用の場であり、観光拠点であることから、なくてはならない産業
であり、公益性が高い。
なお、当該会計の向こう10年間の財政計画を策定、随時更新し、財政健全化に資している。
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地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（令和2年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


